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104)脳内出血で発症 した硬膜動静脈奇形の
2例

雪景 葺孟 :莞保田欝 (結 締 学)
林 実

能崎 純一 (加賀中央病院)

前頭蓋高の硬膜動静脈奇形の2例を経験した.

〔症例 1〕男性.昏迷,左片麻痔で来院.CTで脳内

出血,脳室穿破を認め,脳血管撮影で anterior

ethmoidalarteryより流入し,corticalvein-流れ

る硬膜動静脈奇形を認めた.Ⅴ-P シャントを行ない,

2,600radの定位的放射線照射により動静脈奇形は締

少し,介助にて歩行可能となり退院した.

〔症例2〕73才男性.半昏睡,左片麻棒で来院.脳血

管撮影で feederが anteriorethmoidalartery で

corticalveinから superiorsagittalsinus-流れ

る硬膜動静脈奇形を認めた.第 1回目手術で脳内血腫除

去を行ない,第 2回目手術で全摘出術を行なった.歩行

器にて歩行できるようになり退院した.硬膜動静脈奇形

は後頭蓋高に発生することが多く,前頭蓋高に発生する

ことは比較的まれである.報告した2例は前頑蓋高に発

生し,高齢者で脳出血で発症したことなどが稀と思われ

た .

105)acute"spontaneous''subdural

hemorrhageの 1症例

中岡 勤 (南春日部中央病院 脳神経外科)
大久保修二 ( 同 内 科)

症例 :56才,男性.家族歴,既往歴では特記すべきこ

となし.

現病歴 :昭和62年 1月16日は一日中頭重感があった.

1月17日午前 6時起床したが,特に異常はなかった.午

前 6時10分家族が洗面所にて全失語,左顔面ケイレンを

呈しうづくまっている患者を発見し,当科を受診.CT

スキャンにて左前側雪篠部に硬膜下血腫を認めたが,頭

部外傷はなく頭部 Ⅹ-Pや脳血管撮影でも骨折や脳血

管寄形,脳動脈癖を認めなかった.当日,左前頑側頭開

頭術を施行し血腫50gを除去した.脳裏の precentral

artery表面より出血を認め,同部に径が0.5mm 程の

赤黄色をした小腫癖が存在.摘出したところ血管壁が欠

損LNylon糸 11-0にて縫合した. Talallaは,外

傷の既往がなく血管等形など出血源となる基礎疾患のな

い急性硬膜下血腫を acute"spontaneous"subdural

hemorrhageと命名している.これらの症例を検討し

てみると出血部位は脳表動脈にできた小孔の場合が多く,
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血管壁の断裂などの所見は少ない.このことから私達の

症例のように,脳表動脈の小病変が acute"spontaneous"

subduralhemorrhageの原因となっていることが多

いのではないかと考えられる.

106)DIC が原因と考えられた特発性急性
硬膜下血腫の 1例

北村 洋史
八木 直幸

佐藤 和彦
中井 晶

黒木 亮 噌 髭 釆荒内病院)

斉藤伸二郎 鳴 給 許 学部)

DICが原因と考えられた特発性急性硬膜下血腫を経

験した.

症例 53才男性.

主訴 意識障害.

既往歴 昭和51年胃癌にて手術,その後局所の再発は

なかった.

現病歴 昭和60年10月初め頃より腰痛が出現し,胸腰

部単純写真にて骨破壊像が認められ,腫癖の骨転移が疑

われた.10月26日頭痛,咽吐,意識障害が出現LCT

で硬膜下血腫が認められた.手術所見では頭皮裂傷,脂

挫傷,腫癌の転移などは認められなかった.全身的には

出血傾向が続き血液所見で DIC が認められた.患者は

抜糸後新たに硬膜外血腫を形成し,その後も出血傾向が

改善せず死亡した.

本症例では外傷の既往はなく,また手術所見では腫癌

が頭蓋内-転移した所見も認められなかったが.悪性腫

壕が基礎疾患となり DICが生じそのため硬膜下血腫が

生じたと考えられた.

107)術後,急性硬膜外血腫を生 じた先天性
第 7因子欠損症の 1例

渡辺正人･外山
谷口禎規･中島 孟(畠詣霜病院)
黒川 和泉 ( 同 内科)

症例 :62才,男性.既往歴に高血圧があるが過去に出

血傾向を思わせる episodeはない.1986年 4月 9日,

当院神経内科を受診し,構語障害と左不全麻痔を指摘さ

れ 1acunaLrinfarctionとしてチクロピジン200mg港

投与された.症状は軽快していったが,同年 7月20日入

浴後に意識を失って倒れ当科に搬入された.意識は ト1,

軽度左不全麻樺があり脳血管撮影で右中大脳動脈分岐部

に動脈痛を認めた.同日より VitaminK,tr･anexamic

acid,aprotininを投与し,Day-2に手術を行なった.

術中,特に出血傾向を思わせる所見は見られなかったが,

術後 8日目に皮下血腫と硬膜外血腫を生 じ再手術を


